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「三田学会雑誌」104巻 2 号 （2011年 7 月）

ビルマ戦線と憲兵の諜報活動（1945年 7月)
—— シッタン河突破作戦における石渡憲兵軍曹の証言記録——

(初 稿 受 付 2 0 1 0 年 1 2 月 8 日，

査読を経て掲載決定 2 0 1 1 年 5 月 2 6 日）

【ビルマ戦線の略年表】

1 9 4 0年 1 1 月

ビルマ工作機関（南機関）の設置 

1 2 月ビルマ独立義勇軍結成 

1 9 4 1年 1 2 月 8 日 

アジア太平洋戦争開始 

1 9 4 2年 3 月 8 日

ラングーン（ヤンゴン）占領 

5 月下旬ビルマ援蔣ルートの遮断 

1 9 4 3年 2 月頃 

連合軍反攻の兆し（ウィンゲート空挺部隊） 

1943 年 3 月 

インド工作機関（光機関）の設置 

1 9 4 4年 3 月一7 月インパール作戦 

5 月 1 9 日連合軍のミートキーナ占領 

9 月 断 作 戦 （ビルマルート遮断作戦）開始 

拉孟守備隊全滅（9 月 7 日），騰越守 

備 隊 全 滅 （9 月 1 4 日）

1 2 月末イラワジ会戦 

1 9 4 5年 2 月メイクテーラー会戦 

3 月 2 7 日ビルマ国軍の抗日蜂起

4 月 2 2 日トングー会戦の敗戦 

4 月 2 3 日ビルマ方面軍司令部のラングー 

ン 放 棄 （モールメンへ）

5 月 2 日連合軍のラングーン占領 

7 月 一8 月シッタン河突破作戦 

7 月 2 0 日マンダレー街道突破作戦開始 

8 月 1 5 日 終 戦  

1 9 4 7年 1 月ビルマ独立協定調印 

7 月 1 9 日アウン•サン首相暗殺

1. はじめに

ビルマ戦線は，1942年 1 月より終戦までの 

3 年 7 力月の間，ビルマ全域及びインド，中 

国雲南省，タイ北部を含む広大な戦域で展開 

した。1 9 4 3年 3 月に創設された日本のビルマ 

方面軍は，合計約 3 3万の兵力をこのビルマ戦 

線に投入した。しかし，兵力，武器，弾薬，糧 

秣において優勢な英米中連合軍を前に，日本 

軍は敗退を余儀なくされた。約 1 9 万人の戦 

死者を出し，その約8 割は，マラリア，赤痢，
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図 1 ビルマ全図

出典）田中博厚『ビルマ作戦回想録一第3 3軍情報参謀の祈状』文游社，2002年。
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脚気，栄養失調などが死因であった。日本軍 へ移動，そこからシッタン河へ向うつもりに

の無謀な作戦計画と補給無視による戦力の枯 

渴が主な原因である。

1 9 4 5年 4 月 2 3 日，ビルマ方面軍（森）は， 

最後の防衛線であったトングー会戦での敗退 

( 4 月 2 2 日）を機に，ラングーンを急きょ放 

棄してモールメンへ撤退した。この結果，ベ 

ンガル湾方面で戦闘していた第2 8 軍 （33,000 

名），また，ラングーン防衛部隊の敢威（敢為） 

兵団（3 ,400名）も撤退が遅れ，退路を英印軍に 

阻まれて共にペグー山系内に取り残される結 

果となった。6 月 1 6 日，ビルマ方面軍の命令 

(電報）は第 2 8 軍 （策）を通じて敢威兵団に届 

いた。「策はペグー山脈を徹してマンダレー街 

道を突破し，シッタン河に向かい，その河を強 

行渡河して，モールメンへ転進するつもりだ

から，一緒に行動するために敢威兵団は策の
(2 )

司令部の位置にこい」という内容であった。 

敢威兵団の菊地重規参謀は，「兵団はペグー山 

脈東麓道を北進し，ニューアレンビン西北方

つき，ご了承をこう」 と松井秀治兵団長の承
_  (3 )
認を得て返電した。方面軍からラングーンに 

置き去りにされた敢威兵団は第2 8 軍 （策）の 

指揮下に入ったが，英印軍による監視と追撃 

の中，独力でマンダレー街道を突破し，雨期 

のシッタン河を渡るという困難極まる退却戦
(4 )

を強いられたのである。

菊地参謀の手記には，敢威兵団 3 ,4 0 0名の 

マンダレー街道突破日は19 4 5年 7 月 2 0 日夜 

半と決定し，ニューアレンビン北方4 キロの 

正面で，兵団を 3 縦隊に区分して奇襲突破を 

計画したとある。これは「シッタン平地作戦」 

と呼ばれ，この作戦は7 月 1 6 日から1 8 日に 

沖元憲兵隊の石渡憲兵軍曹が決死隊となって 

収集した敵状情報を根拠に，敢威兵団上層部 

で策定された作戦であった。石渡は兵団3 縦 

隊の中で，司令部のある中央縦隊と行動を共 

にし，石渡の持ち帰った「情報」が，中央縦隊 

のシッタン平地作戦の完遂を決定付けたので

(1) ビルマ方面軍司令官木村兵太郎中将は1945年 4 月 2 3 日夕， ラングーンを脱出しモールメンに向っ 

た。松井秀治少将は回想録に， 「私は方面軍司令官以下が飛行機で脱出したことを後で知りすぐに警 

備兵を司令部に派遣したが，司令部の跡は乱雑をきわめており，功績名簿の類もそのまま残されてい 

た。恩賜のタバコも住民が入りこんで勝手に喫っていた。ラングーン防衛司令官であった私に何も言 

わずに飛び出して行ったことをこころから憤慨した。」と記している（戦史叢書『シツタン•明号作 

戦』防衛庁防衛研修所戦史室， 1969年， 237-238頁)。敢威兵団司令部は最後までラングーンに踏み 

とどまり，各部隊の撤退を見とどけるために， ラングーンを退去したのは， 4 月 2 8 日の夕方であっ 

た （菊地重規『中国ビルマ戦記』図書出版社， 1979年， 269- 2 7 0頁)。

(2) 菊地前掲書， 2 8 7頁。

⑶ 同 上 。
⑷ 第 3 3軍 （昆）は， 7 月上旬頃から，ペグー山系から敵中突破する第2 8軍を救援するために，第 18 

師 団 （菊）と第5 3 師 団 （安）を指揮して， 第 2 8 軍のペグー山系シツタン正面において攻勢を取り， 

この方面に英印軍を吸引し牽制する作戦を展開した。第 3 3 軍による第2 8 軍の救援作戦については， 

第 3 3 軍の田中博厚情報参謀の手記を参照されたい（田中博厚『ビルマ作戦回想録一 第 3 3軍情報参 

謀の祈状』文游社， 20 0 2年， 247-254頁)。

5) 菊地前掲書， 289 頁。
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ある。一方で，英印軍に関する正確な情報が らの目にはにごったものがなかった。本

ないままにマンダレー街道を強行突破した海

軍深見部隊1 ,2 0 0名は，英印軍戦車の攻撃を
(6 )

受けて大きな被害を出した。このように，石 

渡の敵状情報は敢威兵団3 ,4 0 0名の将兵の生 

死を左右する極めて重要なものであったと考 

えられる。

しかしながら，公刊戦史においては，シッ 

タン河突破作戦の記載はおおむね簡略的で， 

中央縦隊に関しても「敵に発見されることな 

く予定通り，2 0 日夜半にマンダレー街道を突 

破し，2 2 日夜から2 4 日にかけて，民船と筏 

を併用してモーコ付近でシッタン河を渡った」 

と記載され，作戦完遂にあたって憲兵の諜報
( 7 )

活動については一語も触れられていない。一 

方で，敢威兵団の菊地重規参謀は手記の中で， 

シッタン河突破作戦における沖元憲兵隊の諜 

報活動について以下のように記述している。

「わたしはかねて沖元憲兵隊長に命じ 

て，将来のシッタン河突破作戦に備え， 

ペグーおよびその北方地区の兵要地誌を 

調査させていたが，優秀な曹長や軍曹か 

らなる調査隊が胴衣（ロンギ） とシャツ 

ですっかりビルマ人になりすまし，巧み 

なビルマ語で現地人を使い，着々情報を 

集めてくれつつあった。わたしは，がん 

らい憲兵は好きでなかったが，このビル 

マの若い憲兵たちには好意を感じた。彼

当にビルマ人を理解し愛しているように
(8 )

見えた。」

ここに書かれている憲兵軍曹に石渡喜一憲 

兵軍曹も含まれていた。このように菊地参謀 

は，シッタン河突破作戦の策定に貢献した憲 

兵隊の功績を評価しながらも，実際の憲兵ら 

の諜報活動の内実は明らかにしていない。そ 

れは秘密戦ゆえに，生存者の証言以外に知る 

術がないからである。

本稿の第一の課題は，石渡憲兵軍曹の証言 

を基に，先行研究では全く触れられていない， 

シツタン河突破作戦の中の「シツタン平地作 

戦」における石渡憲兵軍曹の諜報活動を具体 

的に詳述し，敢威兵団 3 ,4 0 0名の将兵の命運 

を左右した秘密戦の全貌を明らかにすること 

にある。「シツタン平地作戦」とは，シツタン 

河を渡河する以前に，マンダレー街道の突破 

とシッタン河まで続く広大な湿田地帯を英印 

軍に発見されることなく行軍するための退却 

戦を意味する。

ところで，諜報活動の本家本元といえば，陸

軍特務機関の陸軍中野学校出身者による秘密

戦が挙げられよう。ビルマ各地にも数百人の

特務機関員が秘かに放たれ，「姿なき戦い」が

活発に展開された。例えば，19 4 4年頃，およ

そ 2 0 0名の光機関員がビルマ各地で活動して 
一  （1 0 )

いたと言われている。光機関とは，19 4 3年 3

( 6 ) 前掲書『シッタン• 明号作戦』，4 7 3頁。1945年 7 月 3 1 日に単独で突破を試み，英印軍の集中攻 

撃を受けて，総計約1,200名の海軍部隊は大損害を受けた。
7) 同書， 471 頁。

8) 菊地前掲書， 284 頁。
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月に岩畔機関から光機関と改め結成された日 によれば，ビルマでは光機関は防諜よりも，積

本陸軍の特務機関で，主に北ビルマを拠点に

インドエ作を展開し，チヤンドラ•ボースの

インド独立運動を指導，支援したことで知ら 

( 1 1 ) *
れている。石渡憲兵軍曹は，北ビルマのバー

モ付近での諜報活動の最中，中野学校出身の

光機関員小野憲ー少尉に遭遇し，力チン族の

諜報及び宣撫工作を共に実施した。また，ビ

ルマにはもう一つ，ビルマ工作を目的にした 
( 1 2 )

南機関が存在したが，両者は工作目的を異に 

する別個の特務機関である。 とは言え，共に 

機関員の多くが中野学校出身者であった点は
( 1 3 )

付記しておきたい。日本近代史家の山本武利

極的な諜報，つまりスパイ工作に重点を置き，
( 14 )

防諜は専ら憲兵に委ねていた。19 4 4年頃の戦 

局の激化に伴って，英軍の現地住民を使った 

スパイ活動が活発化し，これを取り締まる憲 

兵の防諜活動が強化され，結果として親英的 

住民に対する憲兵の過度の暴力，拷問，虐殺
( 1 5 )

行為が頻発した。憲兵には国内外を問わずに 

違法な思想や行為を取り締まる法的な権力が 

付与されていたため，占領地では憲兵に防諜 

任務を一任する傾向があったことは否めない。 

それゆえ，一般的に警察権力を有する憲兵は 

現地住民や日本軍将兵からも「疎まれ恐れら

( 9 ) 中野学校は，1938年 3 月の創立から終戦の廃校まで，わずか8 年で2 ,500名余の卒業生を輩出し， 

秘密戦士の養成と秘密戦の研究を戦時中に目指した特務機関学校である。秘密戦とは，武力戦と併用 

されるか，あるいは単独で行使される戦争手段であって，諜報，謀略，防諜なども含む（加藤正夫『陸 

軍中野学校の全貌J 展転社，1998年，1 2-13頁)。特務教育の詳しい内容は，丸山静雄『中野学校——  
特務機関員の手記』平和書房，1948年，8 - 1 5頁を参照。とくに占領地行政学（政治，経済，思想， 

文化，民族）は，占領地の住民を懐柔宣撫し，対日協力させるため，各民族の特性，風俗，習慣，言 

語を学ぶものであり，少数民族の多いビルマを植民地化する策として重要視された。
(10) 1944年 1 0月 6 日付のO SS (アメリカ戦略諜報局，C I A の前身）リポートによると，光機関の各 

部局，支部，部隊などの人員は2 0 8名であり，磯田機関長は，赴任時機関員が2 0 0名ぐらいいたと回 

想している（山本武利『特務機関の謀略諜報とインパール作戦』吉川弘文館，1998年，5 4 頁)。

( 1 1 ) 光機関結成時の機関長は山本敏大佐であったが，1944年 1 月 7 日に，第 2 2 師団長であった磯田 

三郎中将は南方遊撃隊司令官兼光機関長に就任したことにより，山本大佐は機関長から参謀長となっ 

た。3 月のインパール作戦開始前に当たって，インド国民軍，チャンドラ•ボースと日本軍の円滑な連 

携を図ることが光機関長磯田の任務であった。光機関の組織と役割については，山本前掲書，50- 56 
頁を参照されたい。山本によると，O S S のハーバート• S • リットル中佐は，1943年 1 2月 3 0 日付 

発行の光機関ビルマ支部「月報 1 2月号」のマイクロコピー版をイギリス諜報機関より入手した。こ 

れはアメリカ公文書館に保存されている数少ない日本語の光機関関係の第一次資料であり，光機関の 

謀略の実体解明に役立っている。
( 1 2 ) 南機関は，1941年 2 月に鈴木敬司大佐が設立した。鈴木大佐は，アウン•サンを指導者とするビ 

ルマ独立義勇軍の若き志士らを育成し，ビルマを一時的ではあるが英国から「独 立 （1943年 8 月， 

バー • モオ内閣）」させ，日本軍のビルマ占領に貢献した。南機関とビルマ独立義勇軍の関係につい 

ては，根本敬『アウン• サン—— 封印された独立の夢』（岩波書店，1996年)，101-108頁に詳しい。
( 1 3 ) 光機関の総人員5 0 0名余のうち，中野学校出身者は133名であった。他には1938年に大川周明が 

開校した大東亜経済調査局付属研究所（大川塾）の出身者も光機関にリクルートされ，彼らは語学や 

地理の知識を買われ，主に少数民族への工作に利用された（山本前掲書，165- 1 6 6頁)。

( 1 4 ) 防諜とは，自国の秘密が洩れないように防ぐこと，敵国のスパイを探知することをいう。

( 1 5 ) 山本前掲書，132-136頁。
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れる」存在であったと見なされている。 展開したと記されている7。住民ゲリラの出現

一方で秘密戦のプロ集団である光機関のビ 

ルマでのスパイ工作や諜報活動には，実は見

るべき成果が得られなかったという評価があ
1 6 )
る。その意味においても石渡のように特務機 

関員さながらの諜報スパイ活動に専従し，占 

領地部落に単独潜入を試み，宣撫及び諜報エ 

作に成功した憲兵がいたことは興味深い史実

である。

本稿の第一の課題は，憲兵による宣撫及び 

諜報活動の事例から，従来の防諜任務色が濃 

い憲兵とは異なる憲兵像の一端を提示し，憲 

兵がどのように占領地住民を懐柔し，必要な 

情報を入手したのか，その具体的な方法を明 

らかにすることにある。

しかし一方で，日本軍がビルマ戦線で犯し 

た加害事件の多くに憲兵が関与していたこと 

もまた事実である。憲兵隊の戦友会が編纂し 

た 『日本憲兵外史』に，「ビルマ憲兵隊の悲劇」 

と題して，1945年 3 月 2 7 日のアウン•サンを 

指導者とするビルマ国軍の反乱が，占領地域 

住民の反日感情を煽動し，暴徒と化した住民 

は，敗走する日本軍を襲撃し容赦なき殺戮を

である。この事態に対して，ビルマ方面軍司

令官木村兵太郎大将は，ビルマ国軍及び住民

ゲリラの撃滅を命じた。撃滅任務の主な実行
( 18 )

者は憲兵隊であったのは言ぅまでもない。ビ 

ルマ戦最終段階の1 9 4 5年 6 月以降に憲兵に 

よる住民への加害事件が頻出したのは以上の 

ような理由からである。それゆえ，戦後ビル 

マ憲兵隊全員が戦犯容疑者として各地の刑務 

所に収監され，英軍による戦犯容疑の取調べ
( 19 )

を受けた。石渡軍曹もB C 級戦犯容疑で，バ 

ンコク刑務所に1 9 4 5年 9 月から翌年3 月ま 

で，続けてラングーン刑務所に1 9 4 6年 3 月 

から翌年4 月まで拘留された。英軍によるビ 

ルマ裁判の主な被告対象者は，憲兵隊，光機 

関，鉄道部隊などの関係者であった。この裁 

判では，インパール作戦，ビルマ転進作戦中

の住民に対する憲兵隊の厳重処分，拷問，拷問
( 2 0 )

致死，英機搭乗者の処刑事件などを扱った。 

全国憲友会連合会が発行した『日本憲兵正史 

付録』所収の戦争裁判概見表から，ビルマ裁 

判のビルマ憲兵隊の有期刑及び死刑件数（確 

定）を単純にカウントしてみると，有期刑 76

( 1 6 ) 山本前掲書，217-218頁。光機関の工作任務の成功例としては，インド向けに光機関が実施した10 
のインドの多彩な言語を使ったラジオ宣伝工作が挙げられる。チャンドラ•ボースやインド国民軍へ 

の支援を求めるインドの世論形成に役立った（山本前掲書，142-143頁を参照）。

( 1 7 ) これまで各地で叛乱軍や住民ゲリラによって殺害された日本軍将兵は4 ,0 0 0人以上で，この中で憲 

兵は 9 0 名が殺された（全国憲友会編『日本憲兵外史』1983年，1093頁)。

( 1 8 ) 前掲書『日本憲兵外史』，1093頁。

( 1 9 ) 戦犯裁判は，A 級戦犯の侵略戦争の計画• 遂行などの「平和に対する罪」，B 級戦犯の国際軍事裁 

判所条例に規定された「通例の戦争犯罪」，C 級戦犯の「人道に対する罪」に分類されるが，B とC 
は一括してB C 級戦犯として扱われている。イギリスの戦犯裁判の総括的な研究として，林博史『裁 

かれた戦争犯罪—— イギリスの対日戦犯裁判』（岩波書店，1998年）がある。林は，イギリス裁判の 

特徴は，捕虜に対する犯罪と同時に植民地住民に対する犯罪を厳しく処罰し，植民地宗主国としての 

イギリスの威信と信頼を回復するための裁判であったと述べている。
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件，死 刑 1 5 件であった。同一人物が複数の
(21)

部隊に入隊した。入隊して間もない初年兵の

事件に関与している場合を考慮しても，ビル

マ裁判で憲兵隊に下された有期及び死刑件数
( 2 2 )

は決して少なくないことが分る。しかしなが 

ら，石渡憲兵軍曹は戦犯容疑に一切問われる 

ことはなかった。彼が戦犯容疑を免れた理由 

は，憲兵でありながら後方部隊として組織的 

な防諜活動に従事する機会がほとんどなかっ 

たこと，常に前線にいて占領地住民を懐柔す 

るために，可能な眼り友好的な関係を築きな 

がら，単独で宣撫及び諜報工作に従事する機 

会が多かったことが挙げられよう。

2. 石渡憲兵軍曹の軍歴と人物

( 2 3 )
2 - 1 入隊から憲兵になるまで

1919 (大正8 ) 年 3 月 8 日，石渡喜一は北鎌 

倉山之内の材木屋の6 人兄弟の末っ子として 

生まれた。4 人の兄もみな軍隊に入った。一 

人の兄は，日中戦争に従軍（歩兵第4 9連隊，津 

田部隊）し，すぐ上の兄は満州に赴き，シベリ 

ア抑留を経て，1947年に復員した。1940年 1 

月，石渡は歩兵第4 9 連 隊 （甲府）の東部第63

頃，「飯し上げ」の時，同じ連隊の軍曹の兄が 

面会に来てくれて涙が出たことを覚えている。 

その後，石渡は憲兵を志すが，憲兵の試験は 

入隊後 6 力月を経なくては受験できなかった 

ため，19 4 0年 9 月に憲兵試験を受験した。憲 

兵は本来志願制であるが，部隊で品行，成績 

の良い者が事実上選抜された。石渡の東部第 

6 3 部隊では，初年兵を除く兵隊3 6 名が受験 

し，7 名が合格した。1 9 4 0年 1 2 月 1 日，石
( 2 4 )

渡は上等兵となり，1 2 月 1 0 日に中野囲町の 

憲兵学校に 7 期生として入校し，6 力月間の 

憲兵教育を受けた。

(2 5 )
2-2 内地任務 

訓練終了後，1 9 4 1年 6 月，横浜憲兵隊横須 

賀憲兵分隊に配属され，陸海軍軍事警察官と 

して任官した。横須賀憲兵分隊では，分隊の 

司法 係 （司法憲兵）となる。憲法，刑法，国防 

保安法，戦時刑事特別法，国家総動員法など 

の法律の勉強をしたが，当時は国内法が中心 

で国際法は除かれた。石渡は自らが従事した 

内地任務を5 つ挙げた。①刑法を根拠にした

( 2 0 ) 英軍によるビルマ裁判（期間 1946年 3 月一1947年 1 1月）には，ラングーン裁判（1946年 3 月開 

廷）とメイミヨウ裁判（1947年 5 月開廷）の二つの裁判がある。ラングーン法廷の事件数は2 9件， 

被告人108名で，メイミヨウ法廷は事件数1 1件，被告人1 8名である（国立国会図書館法務省，平 

成 1 1年 4A-21-6607, 9 頁）。

( 2 1 ) 全国憲友会連合編『日本憲兵正史付録一終戦時在職者名簿戦争裁判概見表』1976年，2 8 -3 5頁。

( 2 2 ) 1 2名のビルマ憲兵隊の憲兵が複数の事件に関与し，有期刑か死刑が確定されていることが『日本 

憲兵正史付録』所収の名簿より明らかになった。
( 2 3 ) 石 渡 （現磯部）喜一の聞き取り（2010年 3 月 1 9 日）。

( 2 4 ) 憲兵の地位，権限，諸待遇については，綠纈厚『憲兵政治—— 監視と恫喝の時代』新日本出版社， 

2008年，51- 5 4 頁を参照。石渡によると，1944年頃，一般兵士（上等兵）の給与が1 8 円から2 0 円 

のところ，憲兵軍曹は2 5 円から2 7 円ぐらいで一般兵士と比較し，給与が高かった。

( 2 5 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 3 月 1 9 日）。
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軍人及び軍属の取締り，②天皇，要人の警護 

(1941年 9 月，葉山の御用邸の警護)，③徴兵検 

査の立会い，④身元調査，⑤遺骨引渡し時の 

警備である。中でも，①の刑法を根拠にした 

取締りは，司法を専門とする石渡の主な任務 

であった。国家総動員法（1938年）下での国 

民徴用令（1939年）の交付は，憲兵の取締り 

が，民間人にも拡大，強化する法的裏付けと 

なった。横須賀鎮守府隸属下では，造船軍需 

要塞や基地の形成要員として，4 万人余りが徴 

用され就労した。赤紙と同じような書面（白 

紙）が届き徴用となった者は，6 日過ぎて出頭 

しなければ逃亡罪となり憲兵の取締りの対象 

となった。石渡の証言によると，当時は徴用 

工員の徴用忌避者や逃亡者も多かったようで 

ある。

さらに，徴用先で自ら命を絶つ者も後を絶 

たなかった。19 4 2年から 1 9 4 3年頃，徴用エ 

員として徴用された1 0 代の若者たちは，独 

身者の詰め所である池上宿舎に入所した。こ 

の宿舎でも自殺者が多く出た。朝から晩まで 

海軍の軍事工場で過酷な労務を強要され，帰 

宅後は宿舎の大部屋に約1 万人の若者が詰め 

込まれた。ある日，石渡は若い自殺者の検死 

を担当した。親元を離れて辛かったのだろう， 

1 8歳の青年が木の枝に首を吊った。自殺者は 

変死扱いなので，軍医の検死時に，憲兵も同席

しなくてはならない。犯罪性の有無を調査し， 

検死済の書面がないと埋葬ができなかった。

( 2 6 )
2 - 3 外 地 任 務 （ビルマ工作）

憲兵の外地（戦地）任務は希望制である。石 

渡は，憲兵として「ハクをつけるため」に外 

地任務に手を挙げた。19 4 4年 4 月に，北九州 

の門司港から約1 5 0名の憲兵が，南方総軍司 

令部のあるシンガポールへ出航した。 ところ 

が，英軍の潜水艦の攻撃で大半が撃沈し， 22 

隻のうち 3， 4 隻しかシンガポールに到着で 

きなかった。石渡ら憲兵の一行は撃沈を免れ 

た。シンガポールに到着して1 週間後，憲兵 

1 5 0名全員のビルマ行きが決定した。

1 9 4 3年 3 月 2 7 日， ビルマ方面軍の創設に 

伴って，ビルマ憲兵隊司令部が設置され，内地 

や中国戦線及び満州から逐次憲兵が増派され
(2 7 )
た。翌年，19 4 4年 3 月のビルマ方面軍の命運

を賭けたインパール作戦が企図されると，ビル
( 2 8 )

マ憲兵隊はさらなる増員の拡充が図られた。 

石渡が赴任した頃の占領地の憲兵組織は，憲 

兵司令部一憲兵隊本部一憲兵分隊一憲兵分遣 

隊が基本とされた。

19 4 4年 5 月，石渡憲兵軍曹を含む7 名が東 

北憲兵隊本部管轄下のバーモ憲兵分隊に赴任 

した。石渡の最初の任務は， カチン族の部落 

に潜入し， 軍事拠点ミートキーナの情報収集

( 2 6 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 3 月 1 9 日）。

(27) 1943年時でビルマ憲兵隊の総兵力は約9 0 0名となる（全国憲友会編『日本憲兵外史』1983年，1028
頁)。

(28) インパール作戦の企図時， ビルマ憲兵隊はビルマ全域を東北， 東南，西北，西南の憲兵隊本部に4 
区分した。東北憲兵隊が最大規模でメイクテーラー， タウンギ一， ロイレム以北がその管下に入る。4 
憲兵隊本部開設時がすべての面でビルマ憲兵隊の最盛期であった（前掲書『日本憲兵外史』，1029頁)。
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及び宣撫工作を行うことであった。次に石渡 

はバーモからラシオ憲兵分隊に赴任し， ミイ 

トソン，モゴック，チョウメイを経てラシオ憲
( 3 0 )

兵分隊に着いたのは，1 9 4 5年正月であった。 

この頃の北ビルマの戦況は，19 4 4年 9 月の中 

国雲南省の拉孟，騰越各守備隊の相次ぐ全滅 

を機に悪化し，連合軍がビルマ援蔣ルートを 

再び開通させた。雲南地区での拠点を逸した 

第 3 3 軍 （昆）司令部は，雲南の芒市から北ビ
( 3 1 )

ルマのラシオに後退を余儀なくされた。石渡 

は，ラシオの北，密林の中の第3 3 軍司令部に 

戻っていた光機関の小野少尉を訪ねた。そこ 

で思いがけず第3 3 軍作戦参謀の辻政信大佐に 

声を掛けられた。「憲兵が何しに来たんだ？」 

と訝しがられたが，小野の指示通り「兵要地

誌の打ち合わせに来ています」と返答した。

1 9 4 5年 3 月 2 7 日，ビルマ国軍のアウン • 

サンの反日蜂起は，ビルマ全土の日本軍を驚 

愕させた。「同胞」の反逆は，まさに青天の霹 

靂であった。4 月頃，石渡は，北ビルマから 

南部のラングーンへ反乱軍の首謀者であるア 

ウン • サン逮捕の命を受け，急きょ沖元憲兵 

隊の指揮下に入った。5 月初頭，石渡はラン 

グーン陥落時に火の海と化した首都の惨状を 

目撃した。ビルマ方面軍のモールメンへの撤 

退 （4 月 2 3 日）直後であったため，ラングー
(3 3 )

ンの町は混乱の渦にあった。最後の防衛線で 

あったペグー会戦の敗戦を機に，ビルマ各地 

の日本軍の大規模な退却戦が始まった。ビル 

マ方面軍の後退と共に，奥地の憲兵分隊及び

(29) 1944年 5 月 1 9 日， ミートキーナは米中連合軍の空挺部隊に占拠され， 日本軍は北ビルマの軍事拠 

点を失った。ミートキーナの失陥により， 日本軍はビルマ防衛作戦の拠点を北ビルマから雲南地区に 

移行せざるをえなかった。北ビルマ•雲南を重点とする作戦企図から， 1944年 4 月 2 9 日に， ビルマ 

方面軍編成に第3 3 軍 （昆）が創設された。ビルマの戦況及び北ビルマ及び雲南地区の作戦概要につ 

いて，拙稿「戦場の社会史—— ビルマ戦線と拉孟守備隊1944年 6- 9 月 （前編)」『三田学会雑誌』102 
卷 3 号 （2009年 1 0月）97-101頁で検討している。

(30) 終戦時のビルマ憲兵隊の人員数は，将校7 5 名， 下士官7 4 0名，兵 6 3 5名の総勢1450名の大所帯 

であった（大谷敬一郎『昭和憲兵史』みすず書房， 1966年， 5 7 9頁)。石渡によれば， 沖元憲兵分隊 

は 5 0 名ほどであった。

(31) 敢威兵団長松井秀治少将の前任は， 北ビルマ及び雲南戦線を戦区とした第5 6 師団第113連隊長で 

あり，松井は1944年 5 月頃まで拉孟守備隊の守備隊長（当時は大佐）であった。1944年 6 月から9 
月の全滅戦闘時の守備隊長は， 野砲兵第3 大隊長金光恵次郎少佐であった。

(32) 本来南方軍の指揮下にあった光機関の小野少尉は， この時は第3 3 軍司令部の配下にあり，第 3 3 軍 

田中博厚情報参謀の工作班の将校の一人であった。田中参謀の手記に小野少尉が部下の一人であった 

という記述がある（田中博厚『俘囚記』〔非売品〕大秀社， 1974年， 4 2 頁)。戦後，小野が石渡（現 

磯部）に， 「実際は田中参謀より辻参謀に随分こき使われた」と告白している。
(33) ビルマ方面軍司令部の撤退後， 5 月 2 日に英印軍はラングーンを占領した。石渡の目撃証言による 

と， 5 月初め頃のラングーン川の下流では， 撤退時に日本軍が油タンクに火を放ったため， 直径 50 
メートル， 高さ200 メートルの真紅の炎がめらめらと燃え上がり， ラングーン市街にも5， 6 メート 

ルの炎が2 0 力所ほど燃えていた。日本軍は兵器所に火を放ち， 無警察状態となった町では住民の略 

奪が横行した。石渡は， 「ラングーンの憲兵分隊の周りを大勢の住民が取り囲んで， 憲兵隊が脱出し 

たら飛び込んで物を取ってやろうと，若いビルマ人の男どもが今か今かと殺気立っていた」と証言し 

た （2010年 4 月 3 0 日の聞き取り）。
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分遣隊は次つぎに撤収され，19 4 4年末にはマ 

ンダレー•ラシオ間の鉄道以北の憲兵分隊は 

ほとんどが撤退した。しかも，その後は英印 

軍の急激な追撃を受け，憲兵隊も指揮系統が 

分断されて，軍同様にモールメンを目指して
( 3 4 )

敗走をつづけた。19 4 5年 7 月，本稿の主題で 

あるシッタン河渡河前の「シッタン平地作戦」 

もその退去戦の一環であり，石渡憲兵軍曹は， 

英印軍の重層な包囲網から敢威兵団3 ,4 0 0名 

の将兵を無事に退去させるための退路の確保 

に貢献したのである。

3 . 憲兵の諜報•宣撫工作の具体的な事例

石渡憲兵軍曹は，裸足にロンジー（現地服） 

姿で約1 年半に亘って，北ビルマのバーモ周辺 

からマンダレーを経由しビルマ南部のペグー 

山系裾の部落まで，ビルマを南北に縦断して 

諜報及び宣撫工作を行った。石渡の工作活動 

について二つの事例を挙げて，その特徴を明
( 3 5 )

らかにする。

第一の事例は，石渡が 1 9 4 4年 5 月に赴任 

したバーモ憲兵分隊配下で行ったカチン工作 

( 5 - 6 月頃）である。カチン族とは中国雲南省 

から北ビルマの山岳地帯に居住する少数民族 

である。戦時期は英印軍の諜報者がカチン族 

の部落に潜入し，活発な宣撫及び諜報工作を 

行った。石渡らはカチンの部落に英印軍がど 

の程度潜行しているかを探り，またカチン族 

から英印軍の兵力や武器などの軍事情報を入

( 3 4 ) 前掲書『日本憲兵外史』，1029頁。
( 3 5 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 4 月 3 0 日）。

( 3 6 ) 石渡による資料提供（2011年 2 月 2 4 日）。

手しようとした。

第二の事例は，本稿の主題である19 4 5年 7 

月のビルマ戦退却時のシッタン平地作戦にお 

ける憲兵の敵状情報の収集である。この作戦 

は，決行日が予め7 月 2 0 日と決められていた 

ため，石渡は 7 月 1 6 日と 1 7 日の2 日間で諜 

報任務を完遂しなくてはならなかった。責任 

の重さに比べて時間的猶予のない任務であっ 

た。一方で，北ビルマのカチン工作は，一月ほ 

どの期間を要して占領地部落に潜入し，住民 

を懐柔しながら諜報 • 宣撫工作を行った。カ 

チン工作とシッタン平地作戦の諜報任務は， 

諜報活動の目的や期間も異なる事例であるが， 

二つの事例を検討することで石渡の諜報活動 

の実態がより理解しやすくなるだろう。

石渡は，ビルマの各戦地で収•集した情報を， 

憲兵隊本部または司令部に報告する際に，情 

報の確度を下記のように表示して報告書を作
( 3 6 )

成した。情報の確度は，甲 • 乙•丙で分類さ 

れ，甲が最も確度の高い情報と見なされた。 

確度甲 1) 自ら確認したもの

2) 聞いたもので証拠が把握できたも 

の

確度乙 1) 諜報員の情報 

確度丙 1 ) 風 聞 （村民の噂話)…正確な事実が 

迅速に伝達されている場合

2 ) 集落からの集団脱出+ + +英印軍の攻 

撃を事前に察知し移動する場合

3) 英印軍の伝単などの宣伝文の分析
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3 - 1 北ビルマの少数民族工作

石渡憲兵軍曹の諜報活動の方法は，現地の 

通訳や部下の伍長一人を伴う場合もあったが， 

原則として単独で行うことが多かった。軍や 

憲兵分隊からの食糧の補給は一切ない。石渡 

は 「住民から食糧補給を受けなくてはならな 

いから，住民は大事ですよ。住民に敵対的な 

行動を取ればすぐに敵に情報が入って襲撃さ 

れます。」と述べている。現地住民と親しくな 

り，寝泊りや食事の世話を受けるには，複数 

よりも単独の方が警戒されずに都合よかった。

石渡は住民に対して敵対心がないことを示 

すために，軍装一式をジャングル内に隠して， 

住民と接する時は拳銃1 丁と手榴弾2 個を隠 

し持ちロンジーをまとい丸腰に近い姿であっ 

た。石渡が丸腰に近い姿でいたいま一つの理 

由は，持ち込んだ兵器で逆襲される危険を避 

けるためであった。一方で，住民からいかに 

好意的な応対を受けても気を抜かず，部落潜入 

中は常に逃走経路を確保し警戒を怠らなかっ 

た。例えばモシトワ部落での諜報活動は，こ 

の部落が英印軍陣地から500 メートルと離れ 

ていなかったので，部落住民が英印軍に通報 

する可能性を常に視野に入れていた。石渡の 

任務は，モシトワの部落民から英印軍の兵力 

等の情報を入手することであった。石渡が身 

を寄せた一軒家には中年夫婦と15，6 歳の娘 

がー人いたが，彼らは石渡を我が息子のよう 

に扱った。彼が帰宅するまで食事をせずに待 

ち，主人は皿にある一番大きな肉の塊を手づ 

かみで彼に与えた。石渡がマラリアに罹った 

時，家人が心配して奥で寝るように勧めても， 

彼は雨が吹き込む戸口付近で寝ることを止め

なかった。英印軍が逮捕に来た時，すばやく 

逃げられる位置を確保した。家人は石渡が日 

本軍の憲兵だと承知の上で，英印軍諜報者に 

通報するような行為はしなかった。諜報任務 

における石渡の最大の武器は，彼 の 「人間性」 

にあったかもしれない。

時には，班単位で諜報活動に当たった。石 

渡がバーモ方面へ派遣された時，中国戦線か 

ら派遣された北本憲兵伍長と西岡憲兵伍長の 

2 班がカチン族の部落に潜行し，すでに北本 

伍長はカチン族 2 0 名を懐柔していた。石渡 

は西岡班に入った。着任早々，工作物である 

アヘンを入手するためにある現地住民の^■軒 

家に向った。アヘンはネトネトした味噌のよ 

うな形状で新聞紙に包まれていた。石渡はカ 

チン族のコンシンという小さな村で，陸軍中 

野学校出身の小野憲ー少尉（光機関） と接触 

した。小野少尉は工作物として塩，鉛筆，日 

本の絵本などを持っていて，石渡に塩などの 

食糧を与えた。小野少尉は単独行動で私兵を 

持たない。石渡は小野にミートキーナの情報 

を渡した。憲兵軍曹と光機関の少尉が生活を 

共にしながら，同地域一帯の諜報及び宣撫エ 

作を一致協力して行っていた。

ビルマ族の宣撫工作については，石渡は，ビ 

ルマ族のシュという部落で，住民の男女 100 

名ぐらい集めて演説した。演説で肝心なこと 

は，日本軍がビルマで戦う意味を住民に分り 

やすく説明することである。住民への演説で 

は，最初に必ず話さなければならないことば 

があった。

「ビルマはインガリー〔英国の蔑称〕の
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ものではない。ビルマの大地，物資はビ 

ルマのものだ。ビルマは独立しなくては 

ならない。そのために我々にも親，兄弟 

はいるけど，血を流して戦うのは，ビル 

マの独立のためである。」〔 〕筆者付記）

最後に，「日本とビルマは仏様同じ（ジャパ

ンバーマペアツルべ) 」と必ず付け加えた。熱

心な仏教徒のビルマの人々に「仏様同じ」と

いう言葉は喜ばれた。

頭から白い布を被った若い娘たちが大勢集

まった。モン•トンラという名のビルマ人の
(3 7 )

通訳によると，娘たちは石渡の演説がとても 

よかったと褒め称え，石渡のことを「セボ」と 

呼んだ。セボとは，ビルマ語で「隊長」のこ 

とである。石渡は，演説が功を奏し，住民の 

態度が一変したような印象を持った。

( 3 8 )
3 - 2 シッタン平地作戦の諜報活動 

1 9 4 5年 6 月 1 6 日，第 2 8 軍 （策）から敢威 

兵団に一通の電報が届いた。すでに述べてき 

た通り，ペグー会戦に敗れて，退路を塞がれ 

ペグー山系内に立て籠もっていた敢威兵団の 

松井秀治少将に，第 2 8 軍の桜井省三中将か 

ら，策の指揮下に入って，共にマンダレー街 

道を突破し，シツタン河を渡ってモールメン 

へ転進せよとの電文が届いた。全軍一斉にマ 

ンダレー街道を突破する時期は，7 月 2 0 日夜 

半に決まった。敢威兵団の菊地参謀は，当時

の転進計画を手記に次のように記している。

「それは第一期，第二期に区分して，第 

一期はここで確定的なプランを立てるが， 

第二期のマンダレー街道突破と，シッタ 

ン河渡河はニューアレンビン西北方の，ペ 

グー山脈東麓のバインダナアークで，当 

時の状況に即して指導要領を決めること 

にした。第一期の指導要領の概要は，神 

保部隊を先遣隊として7 月 4 日現地出発， 

モシトワを経てペグー山麓の牛歩道を北 

進し，バインダナアークに至り，兵団主力 

の進出を援護するとともに，マンダレー 

街道方向の敵状地形を捜索し，シッタン 

河渡河のための情報資料を収集させるこ
( 3 9 )

とにした。」

この第一期に，石渡憲兵軍曹は，神保部隊の 

配属憲兵としてモシトワ部落への斬り込み隊 

に参加していた。石渡によると，この戦闘で 

モシトワ部落の英印軍が撤退したので，北方 

路の門戸が開けて，バインダナアークに敢威 

兵団全軍が集結することができるようになっ 

た。その先遣隊として沖元憲兵隊全員と神保 

部 隊 1 個小隊がバインダナアークに先陣し， 

将兵 3 ,4 0 0名が結集したのが7 月 1 4 日であっ 

た。石渡の記憶では，バインダナアークはペ 

グー山系の山裾にある大きな部落で，日本軍 

が結集しても部落住民は逃げずにいた。兵団

( 3 7 ) モン . トンラは当時1 9歳で終戦まで憲兵隊の通訳をしていたが，終戦と同時に英印軍に捕まり，日 

本軍に協力した廉で処刑された。この事実を，石 渡 （現磯部）は，戦後日本のミャンマー大使館の独 

立記念祝賀会の席で聞いた。
( 3 8 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 5 月 1 2 日）。

( 3 9 ) 菊地前掲書，287-288頁。
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到着の数日前にバインダナアークに到着して 

いた沖元憲兵隊（4 0 名）に，兵団からシッタ 

ン河付近の敵状収集の下命があった。憲 兵 2 

名 1 組となり 3 班が決死隊となってバインダ 

ナアークを起点に3 方向に分かれて情報を取 

りに行くことになった。憲兵隊 4 0 名は 2 0 名 

ずつに分かれて待機していた。石渡は沖元憲 

兵隊長ではなく准尉を長とするグループにい 

たが，危険な決死隊に進んで手を挙げる者は 

いなかった。この中から6 名の決死隊を選出 

する際，ある曹長は「俺は腹が痛くて駄目だ」 

と言った。石 渡 も 「モシトワ部落で，鶏や豚 

を撃って食糧にしようとしたら，拳銃が湿気 

て 1 発，2 発撃っても銃身で止まって使えな 

い」と言うと，横にいた伍長が「石渡軍曹殿， 

私の拳銃だったら大丈夫ですよ」と余計なこ 

とを言うので，石渡は結局伍長の拳銃を借り 

て，3 班の決死隊の1 班に選ばれてしまった。

他の 2 班の決死隊の行き先は不明であるが， 

石渡班はバインダナアークを起点に一番南方 

のダイウ（ダイク）という町を調査することに 

なった。調査の目的は，敢威兵団が英印軍の 

攻撃を受けずにシッタン河を渡河できる退去 

路の敵状収集である。具体的な調査項目は，① 

シッタン河渡河の船舶，筏などの器材の有無， 

②ダイウの英印軍在住兵力，③マンダレー鉄 

道の機動力，④マンダレー街道からシッタン 

河までの間に，退去を妨げる河川及び橋ぅ梁 

の有無，⑤食糧調達可能な部落の有無（3 千余 

の将兵の食糧が調達できるか否か）などである。 

つまり，敢威兵団のシッタン河までの退去路 

を阻害するものがあるか否かを調査すること 

であった。そして，持ち帰った情報を根拠に

兵団司令部で退去路の策定が行われるため，決 

死隊の諜報任務は非常に重責であった。それ 

ゆえ，有益な情報を提供した憲兵には，金鵄 

勲章の授与と二階級特進が申し渡された。一 

方で，何らかの事情で7 月 2 0 日までにバイン 

ダナアークに帰還できなければ単身モールメ 

ンに脱出してよいとの命令を受けていた。

石渡は，今度こそ生還できないと思いなが 

ら眠れぬ夜を過ごした。いよいよ出発の時， 

石渡は分隊の准尉に「石渡軍曹，必ず帰って 

来るんだぞ」と言われ，そ れ は 「死んではい 

けない」との意味だと思い，胸が熱くなった 

ことを覚えている。

【石渡 班 （石渡軍曹と伍長と道案内の現地人 

の計 3 名）の具体的な行動】（図 2 参照）

1 9 4 5年 7 月 1 6 日，ダイウに親戚がいると 

いう現地人の男を道案内にして，石渡軍曹と 

伍長は出発した。2 人ともロンジーにルエ（布 

製のカバン）を肩から提げて裸足という現地人 

の風体である。ロンジーにはポケットがない 

ので，ビルマ人はルエに貴重品や煙草など身 

の回りの物を入れている。石渡は，ルエの中 

に拳銃一丁を入れ，巻きスカートのようなロ 

ンジーを腰でたくし上げた中に手榴弾2 個を 

隠し持った。1 個は敵に追撃を受けた時に投 

げる緊急避難用，もう1 個は自決用であった。

バインダナアークの部落を出てから小1 時 

間ほと歩くと，川幅約 20 メートル，水面から 

の堤防の高さが3， 4 メー トルほどの小川が 

眼前に見えた。川では 3 0 名ぐらいの英印兵 

が水浴をしていた。堤防に歩哨が 1 人立ち， 

兵器は歩哨の傍に乱雑に置かれていた。ここ
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図 2 石渡班の行動図
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を突破しなくてはならない。3 人は英印兵ら 

の顔を見ないように突き進んだ。歩哨は 3 人 

をちらっと見たが，別段怪しんでいる様子も 

なかった。そこを通過してしばらく川沿いに 

歩くと三軒家があり，そこで船を出してもら 

い向こう岸に渡った。道案内が近道だと言う 

ので水田の畦道を歩いていると，向こうから 

ビルマ人の男が2 人歩いて来た。逞しい身体 

の若い男だった。道幅の狭い畦道だから身体 

を擦り合わせないとすれ違うことができない。 

伍長と相談して，相手を見ない，ロをきかな 

いと決めた。伍長が先頭で，真ん中が道案内， 

石渡が後尾の1 列隊となって2 人の男とすれ 

違った。男たちが不思議に思って振り返って 

何やら話している気配を背中に感じながら， 

石 渡 は 「奴らは何でこんなバインダナアーク 

のような山の中に入っていくのだろう？ 日 

本軍がいるから英軍に頼まれて状況を調べに 

来たのか？ あるいは奴らは英軍のスパイな 

のか？」と不審に思った。

2 人と別れて3 0 分後，物凄い豪雨になった。 

ビルマ人が着ている薄手の上着では雨が地肌 

に突き刺し痛くて我慢できない。ビルマの雨 

期は，豪雨が下から巻き上げて来るような勢
(4 0 )

いで降りまくり，想像を絶する激しさである。 

辺りは暗くなり，寒さと身体に当たる痛みに耐 

えかねて，田んぼの脇に背丈ほど伸びた萱場 

に飛び込み小1 時間じっと屈んでいた。先ほ 

どの男たちが不審に思って石渡らを追跡して 

来るかどうかを確認する目的もあった。

男たちの追跡もなく雨も小降りになったの

で，3 人は出発した。畦道を歩いていると牛 

車道にぶつかり，それを左折して東に進めば 

ダイウの町である。牛車道に沿って小川が流 

れている。町が近いと牛車道上を行き交う人 

に見られるので，3 人は川の中を歩くことに 

した。小川の両脇には樹木が繁茂していた。 

胸までの水位を流れに逆らいジャブジャブ歩 

いた。暫く歩くと案内人の男がこの辺で上が 

ろうと言うので，牛車道に上がってみるとそ 

こに僧院（ボンデ一•チャウン）があった。夜 

も更けてきたので，今晩は僧院に泊めてもら 

おうと中に入ってみると，1 0名ぐらいの僧侶 

(ボンデ一）が経をあげていた。読経が終わる 

と，3 名の僧侶がこちらに来て，道案内人と 

何やら話し込んでいる。傍で石渡軍曹は伍長 

に 「日本兵と分っているのに，分らない振り 

をして英軍に通報されても困るから，我々は 

日本兵だと話してみよう。それで坊さんの顔 

色が変わったら2 人で飛び出そう」と持ちか 

けた。早速，伍長が日本兵であると僧侶に告 

げると，3 人は大笑いをして「最初から分っ 

ている」と答えた。

ひとまず僧侶らは好意的であった。そこで 

石渡は僧侶らに「ビルマの国はビルマ人のも 

のだ，ビルマからインガリーを追い出しビル 

マを独立させるために我々は戦っている」と 

相変わらずの宣撫文言を力強く語った。「日本 

とビルマは仏様同じ」 と付け加えることも忘 

れなかった。僧侶には学があるが政治的なこ 

とを語ることはできない。 しかし一言，「今ま 

でビルマ国民には力がなかった。今こそ日本

( 4 0 ) ビルマの雨期は5 月から1 0月で，7 ,0 0 0ミリの降雨がある。
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国の力でインガリーを追い出し，ビルマ人のビ
(4 1 )

ルマ独立国家とすべきだ」とだけ語った。石 

渡はこの僧侶らからダイウの情報を取ること 

にした。僧侶は托鉢で方々を歩いているので， 

ダイウの町の様子に詳しかった。ダイウには 

大した兵力はない。大砲や戦車もない。ダイ 

ウに続く道は湿地帯だが大きな川には阻まれ 

ることはない。ダイウはマンダレー街道沿い 

にある町だが，その先のシッタン河には船は 

ない。この辺りは漁場ではないので漁師はい 

ない。シッタン河周辺には大きな部落はなく， 

3, 4 軒小さな家が点在している。つまり，ダ 

イウ経由でマンダレー街道を突破しシッタン 

河に迪り着いても，シッタン河を渡河させて 

くれる人も船もないということだ。

さらに僧侶から極めて重要な情報を入手し 

た。ダイウには日本軍が作った飛行場があっ 

たが，飛行場に連合軍の空挺部隊が落下でき 

ないように大きな穴をいくつも掘って退却し 

たのだ。この穴が，雨期で冠水していてどこ 

が穴だか分らなくなり，この時期にダイウを 

大軍が通過するのは極めて危険だというので 

ある。

菊地参謀の手記にも，沖元憲兵隊の調査に 

より，ニューアレンビンより以南の水田は通 

過不可能であり，ニューアレンビンの北側に

1 力所通過可能な地帯があったと記されてい
(4 2 ) ふ

る。ニューアレンビンとは，ダイウより北方 

にあるマンダレー街道沿いの町である。この 

ことから敢威兵団司令部での退去路策定時に， 

ニューアレンビン以南一帯（ダイウを含む）は 

雨期であちこちが水没しているため，通過で 

きないと判断されていたことが推測できる。 

石渡班以外の決死隊の2 班は情報収集に失敗 

していただけに，石渡班の情報が兵団の退路
(4 3 )

を決定付けた根拠となったと言えよう。

さて，僧院に一晩泊まった石渡は，翌 朝 （17 

日），道案内人の男をダイウに調査に向わせた。 

この僧院からダイウまでは2 キロぐらいの距 

離である。日中は住民が僧院に供え物を持っ 

てやって来るので，石渡と伍長は庭にあるコ 

ンクリート建ての籾倉庫の2 階に匿われた。 

僧 侶 は 「住民に見つけられないように絶対に 

窓を開けてはいけない」と厳命した。19 4 5年 

3 月 2 7 日のアウン • サンの反日蜂起を機に， 

日本軍の敗色が濃くなるに従い，ビルマの住 

民の多くが日本軍に対して敵対的な態度に一 

変した。日本軍を見たら殺せという命令が出 

るほどに関係は悪化し，日本兵士が殺害される 

事件もしばしば起きた。僧院に日本兵がいる 

のが英印軍に分ると僧侶らも具合が悪い。夕 

方になり夜が更けても道案内人の男は戻らな

( 4 1 ) 東京憲友会『東憲』会報 3 6 5号 （平成 1 1年 1 1月 1 0 日），7 頁。

( 4 2 ) 菊地前掲書，2 8 4頁。

( 4 3 ) 石渡の証言（2010年 6 月 4 日の聞き取り）によると，他の2 班共に住民に発見，追撃され逃げ帰っ 

て来たので情報が取れなかった。ただし，一番北を調査した1 班の朱通軍曹は，追撃後行方不明と 

なったので，憲兵分隊では戦死と見なしたが，彼は捕虜となって生きていた。英語ができた朱通軍曹 

は，戦後ラングーン中央刑務所で英印軍の通訳として使われていた。石渡が戦犯容疑でラングーン中 

央刑務所に収監されている時（1946年 3 月- 1947年 4 月），朱通軍曹に再会し，1947年 8 月に共に 

復員した。
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かった。男が英印軍に通報したのではないか 

と僧侶らはひどく案じた。寺から即刻出て行 

くように夜中じゅう何度も懇願されたが，ビ 

ルマの夜は暗黒の闇夜で，おまけに前が見え 

ないほどの豪雨に阻まれ，直ぐに寺を出るこ 

とができなかった。ようやく白々と夜が明け 

た頃，2 人は寺を出た。僧侶らが道に出て来 

て見送ってくれた。バインダナアークの方向 

を教えてもらって，「ミヤジイ•チイズデンマ 

レ （大変ありがとうごさ''いました）」とビルマ語 

で手を合わせて礼を言って別れた。

伍長と 2 人でバインダナアークの方向を目 

指して水田の中を一直線に駆け出した。視界 

を遮るものはなく狙撃されたら逃げ場がない。 

伍長の足が速く石渡と50 メートルぐらい差 

がついた。石渡は，「2 人一緒にいてやられる 

より，どちらか1 人でも生き残ればよい」と 

思った。昨日船を渡してくれた三軒家の所ま 

で迪り着き，2 人は無事バインダナアークに 

帰還した。到着後すぐに情報は，沖元憲兵隊 

長から敢威兵団司令部へ報告された。

翌 朝 （1 8 日），石渡班に司令部から兵団長松 

井少将が直接話を聞きたいから出頭せよとの 

命令が来た。伍長が嫌がるので仕方なく石渡 

軍曹が 1 人で松井少将の所に出頭した。松井 

少将は部落の中の割合大きな家の2 階に 1 人 

で座っていた。石 渡 は 「参りました」と言っ 

て入口で挨拶をすると，「来てくれ」と閣下に 

促され，傍に寄って対座して情報の仔細を報 

告した。松井少将と対面した石渡が一番印象 

に残ったことは，閣下の襟に光る金の階級章

( 4 4 ) 前掲書『シッタン• 明号作戦』，4 7 1頁。

であった。この階級章に3 ,4 0 0名の将兵の命 

を預かる使命惑と責務と苦悩が込められてい 

た。憲兵の情報を基に，全軍を無事にモール 

メンに脱出させるための最終的な決断を下す 

のは，部隊長でも参謀でもない松井秀治少将 

に他ならないからである。

4 . 敢威兵団のシツタン平地作戦の 

実 像 （図 3 参照）

敢威兵団のシツタン平地作戦の実際の行動 

について，公刊戦史には次のように記述され 

ている。

「敢威兵団は7 月 1 9 日夕刻，三縦隊に 

なって各集結地を発進した。右 縦 隊 （神 

保部隊）は 7 月 2 0 日未明ジゴン付近で敵 

の攻撃を受け，その後，砲撃および一部地 

上部隊の妨害もあって，2 0 日夜のマンダ 

レー街道突破は，神保部隊の本部が成功 

したのみであった。（中略）中央縦隊は敵 

に発見されることなく予定計画通り， 20 

日夜半にマンダレー街道を突破し，2 2 日 

夜から2 4 日夜にかけて，民船と筏を併用 

してモーコ付近でシツタンを渡った。こ 

の間数次にわたって敵機の攻撃を受けた
(4 4 )

が大きな損害はなかった。」

石渡憲兵軍曹は中央縦隊にいた。中央縦隊 

には，兵団司令部，憲兵分隊，防疫給水部，野 

戦病院などが含まれていた。バインダナアー 

クを起点に右縦隊の神保部隊，左縦隊の金子
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図 3 敢威兵団金子連隊•若井小隊行動要図

ム

地
押

行軍経路

鉄道

街道
ラングーン

出典）小宮徳次『還らざる戦友—— 蘭貢高射砲隊司令部顚末記』求龍堂印刷，1975年を一部修正。
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部隊，中央縦隊に兵団司令部という編成で，司 

令部は左右で護衛されるような形で進み，公 

刊戦史にあるように2 0 日の夜にはマンダレー 

街道を突破し，2 4 日までにおおむねシッタン 

河を大きな損害なく渡河した。

石渡の聞き取りを基に中央縦隊の行軍の様
(4 5 )

子を通過場面ことにまとめてみよう。

( 1 ) 最初は，マンダレー街道突破までの 

場面である。

7 月 1 9 日，石渡はマンダレー街道の手前で 

待機しながら2 0 日の夜を待っていた。日も暮 

れかかった頃，師団司令部が出発した。石渡 

が待機していた場所から少し離れた場所に椰 

子の木で囲まれた大きな部落があったが，そ 

こに向って英印軍がどこからか大砲をさかん 

に撃っていた。先遣隊に続いて憲兵分隊も出 

発したが，石渡は途中で転び，ぬかるみに銃 

を落とした。銃を捜索しているうちに彼は憲 

兵分隊から大きく後れを取ってしまった。し 

かし，前方で銃声も聞こえず交戦している様 

子もなかったので，石渡は「うまく情報が取れ 

た」と作戦の成功を確信した。予想通りマン 

ダレー街道上の英印軍の攻撃はなかった。街 

道は 2 メートルの斜面を上がった所にあり，石 

渡は街道の道幅を歩測（1 1歩）した。マンダ 

レー街道を通過した後も膝までぬかるんだ湿 

地帯をシッタン河に向って歩いていると，馬 

上の将校が「夜が明けるまでに一歩でも早く 

東へ進め！」と怒鳴っているのを石渡は目撃

した。この将校こそが菊地参謀であった。石 

渡は戦後菊地の手記を読んであの時の将校が
一 （4 6 )

菊地参謀たったと確信した。石渡が馬に乗っ 

ている将校を見たのは，後にも先にも1 回き 

りであった。

3 ,0 0 0名以上の敗残兵の行軍が数ま多の落伍 

者を出したであろうことは十分想像に値する。 

石渡の証言からも落伍者の悲惨な様子が推測
(4 7 )

できる。石渡の前方を分隊の憲兵3 人が歩い 

ていた。真ん中の軍曹を2 人の伍長が支えて 

いた。看護されていた軍曹が，石渡の声を聞 

い て 「石渡軍曹，私，目が見えないですよ」と 

言った。彼は現地人が作った竹の帽子を深く 

目まで被っていた。石渡は「当たり前だ，もっ 

と帽子をあげろ」と怒鳴った。石渡は彼らを 

追い越し先を急いだ。退去戦では部隊ごとに 

歩くことを求められなかった。体力が残って 

いる者が先に行くだけである。憲兵隊もいっ 

しかバラバラになり，兵隊はみな肩で息を切り 

ながら一歩でも足を前に出すことだけを考え 

た。夜明けに，爆撃もせずに連合軍機が空を 

旋回していた。昼頃，石渡は川淵の木の下で 

軍機が去るまで退避した。小休止をとり，少 

しばかり飯を食べた。

夕方に再び歩き出し，その路上にあった部 

落の一軒家に憲兵が集結した。そこで石渡は， 

見覚えのある伍長に「あの軍曹はどうした？」 

と尋ねると，「置いてきました。連れて行って， 

連れて行ってと泣きながら言うけれど，どう 

しようもないから，すぐ迎えに来るから，す

( 4 5 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 5 月 1 2 日）。

( 4 6 ) 菊地前掲書，290-291頁。馬に乗って「『早く，急げ……』と叫びつづけた」とある。

( 4 7 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 5 月 1 2 日）。
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ぐ来るから」と宥めて，湿地帯に遺棄してき 部落から河までは葦が群生していた。人が歩

たと言う。「石渡軍曹，目が見えないのは帽子 

のせいじゃないんですよ，本当に奴は目が見 

えなかったですよ」と伍長が言った。マラリ 

ア，栄養失調，アメーバ一赤痢などを併発す 

ると， 目が見えなくなることがしばしば起き 

るのだ。目の見えない軍曹は引きずられるよ 

うに歩いていたが，歩けなくなったそこが彼 

の死に場所になった。原野の中の孤独も耐え 

難い。「元気でも一人ぼっちで真っ暗闇に放り 

出されたらね，もう駄目です，集団でなけれ 

ばね，遅くても固まりの中に付いていかなけ 

れば駄目です」と石渡は語った。

( 2 ) 次に，シッタン河の堤防付近の場面に 

目を転じよう。

石渡は，マンダレー街道を2 0 日の夜中に通 

過してから，約 15，6 時間歩いて憲兵隊が集 

結している一軒家に迪り着いた。一軒家のす 

ぐ裏に水路があり，その水路には貧弱な橋が 

架かっていた。石渡が橋を渡った途端，マン 

ダレー街道方面から砲撃があった。英印軍の 

追撃である。弾が近くに落下した。湿地帯の 

中，少しでも低い場所に腹ばいに伏せた。 15 

分から3 0 分で砲撃が止んだので，川沿いに再 

び歩いた。このまま歩けば夢にまで見たシッ 

タン河である。

シッタン河手前の部落に朝方着くと，そこ 

に司令部と憲兵隊が集結していた。その後も 

幾度か空爆を受けたが，夕方を待っていよい 

よシッタン河に向って行動を開始した。その

いて倒した葦の跡を踏みしめながら一列隊で 

歩いた。その列に病人がいるとスムーズに歩 

けず列が途切れてしまう。石渡は，行き先が 

分らなくなると困るので，病人は歩けなかっ 

たら列外に出るように怒鳴った。ここでも落 

伍者が後を絶たなかった。

シツタン河に着いても，闇の中で眼前に何 

も見えない。水面も見えない。ただゴーゴー 

と河は不気味に唸っていた。夜半の雨に打た 

れ，身体はずぶ濡れで寒さに震えた。砲撃の 

心配をよそに焚き火の傍から身体を離すこと 

ができなかった。将校 が 「渡河だ，筏を作れ」 

と大声で叫んだ。周辺にあった三軒の竹の家 

屋が筏を作る竹の調達のため，あっと言う間 

に姿を消した。石渡も 1 0 人ぐらいで筏を夢 

中で作った。筏を作るのに竹を括る紐がない。 

背嚢の紐を代用し工夫した。筏を作る場所も 

重要である。河に直ぐに引き込めるような地 

の利を利用して作らないといけない。筏には 

兵器，衣類，米など最小眼度しか載せられな 

い。米は靴下に入れて携帯する，これが軍隊 

方式である。つまり，筏に人は乗らないで，彼 

らは荷物を載せた筏を泳ぎながら対岸まで押 

すのである。水深は深く足が河底につくこと 

はない。

石渡は襌一つになって，さあ行こうとした 

時，「待ってくれ，下流の方でエ兵隊が鉄船
(4 8 )

で渡してくれるぞ」という声を聞いた。間一 

髪だ。筏を河に引きずり込んでしまったらも 

う後戻りはできないからだ。流木が矢のよう

( 4 8 ) この鉄船を準備したのは安兵団（第 5 3 師団）の工兵であったことを石渡は戦後知る。
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な速さで流れていた。河は波立ちながらゴー 

ゴーと唸り声を挙げ，古い竹，新しい竹，腐っ 

た竹が3 0 本，5 0 本と株になってひっきりな 

しに流れていた。河川の中央帯を突破できず 

に筏を押してもがいている兵隊に向って石渡 

は大声で叫んだ。「下流でエ兵隊が鉄船で渡河 

させてくれるから上がれ！」もがきながら「鉄 

船で渡してくれんだとよ」と喜び合っている 

兵隊の声が耳をかすめたが，彼らが筏を岸に 

戻し，鉄船に乗れたかどうかその後のことは 

分らない。

菊地参謀もまた筏を使わず別の方法で渡河 

を試みた。その方法が手記に記されている。

「わたしは何とかしてカヌーを探し，そ 

れをニ艘つらねて門橋をつくり，対岸へ 

綱を渡して滑車をつけ，滑綱渡しをさせ 

ようとして，まずカヌーの捜索と，工兵 

小隊に滑綱渡しの準備を命じた。さいわ 

いそれが実現し，イカダをやめて門橋で 

渡ることになったのだが，策集団主力も 

河上で目下渡河中の様子らしく，イカダ 

とともに流れてくる兵隊の群れが，助け 

をもとめて叫びながら，そして溺死体に 

なって黙々と，濁流に浮きつ沈みつして 

いたが，わたしは極力救助するようにェ
(4 9 )

兵に命じた。」

粗末な筏で増水したシツタン河の激流を渡 

り切るのは至難の業であった。シツタン河の 

淵まで迪り着いた多くの将兵の喜びも束の間 

であった。彼らの命の灯火は一瞬にしてシツ 

タンの激流と共に消え失せた。

シツタン河渡河の悲劇は，将兵だけのもの 

ではなかった。シツタン河の渡河点にはわれ 

先にと集まっていた兵隊に混じりながら，朝 

鮮人や中国人の慰安婦らがたたずんでいる姿 

があった。ユカター枚で渡河点に立ち竦んで 

いる朝鮮人慰安婦の姿は哀れなものであった。 

ある者は穢ないモンぺ姿で，髪も顔も泥まみ 

れで，見る影もない女になっていた。彼女ら 

は戦地で身体を張って得た大量の紙幣（軍票） 

を頭に乗せていた。慰安婦らは皮肉にも身体 

に括りつけられた「紙くず」の重みに水中で 

身体を支えきれず，多くはシツタンの濁流に 

吞まれて生きて帰れなかった。また，シツタ 

ン河の悲劇に大隊本部付きの台湾人庸員が巻 

き込まれた記録が残っている。蘭貢高射砲隊 

(森 12200部隊）の損田大隊の将校であった小 

宮徳次の手記に，「不幸にも流失し行方不明に 

なった以下十四名」の氏名が明記されている。 

そのうち1 0 名が台湾人の雇員であった。

英印軍はシツタン河の渡河点に日本軍が集 

結するのを待っていたとばかりに，昼間に激 

しい空爆を行った。菊地参謀の手記では，「沖

( 4 9 ) 菊地前掲書，2 9 2頁。

( 5 0 ) 金一勉編著『戦争と人間の記録軍隊慰安婦』徳間書店，1992年，126- 1 2 7頁。1945年頃のラン 

ダーンには約100名の慰安婦がいたと言われている。将校用の慰安所「粋香園」（九州の女性が約30 
名）と，兵隊用の慰安所が3 力所で，朝鮮女性約7 0余名がいた。ビルマ方面軍はラングーン撤退時， 

なじみの女性だけを連れて行き，朝鮮人慰安婦らには撤退を秘密にし置き去りにした。

( 5 1 ) 小宮徳次『還らざる戦友』求龍堂印刷，1975年，4 7 9頁。
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元憲兵隊は堤防上で爆撃をこうむって，その

全弾が若い隊員のグループに命中し，全滅さ
( 5 2 )

せられた」 と書かれているが，実際は，全滅 

は免れ，堤防での犠牲者は憲兵8 名であった。 

石渡が咄嗟に出た蛸壷に，入れ替わりに飛び込 

んだ伍長が爆死した。石渡の身代わりとなっ 

た伍長の遺髪を取ろうと軍刀を抜いた。鋳び 

ていて，なかなか遺髪が切れず難儀し，切っ 

た遺髪は准尉に渡した。残りの 7 名は一軒家 

の物置場の床下に滑り込んで全員爆死した。

憲兵隊は司令部の次に渡河できることになっ 

た。准 尉 が 「誰のでもいいから兵器を身につ 

けろ」 と叫んだので，憲兵らは我に返って兵 

器を慌てて集め，渡河の準備をした。戦死者 

の確認をする間もなかった。エ兵隊が 1 艘の 

船 に 7，8 名ずつ乗せてくれた。船の漕ぎ手 

は 4 名だった。いよいよ憲兵隊の順番が来て 

シッタン河を渡れた時の喜びと安堵感を石渡 

は生涯忘れられないと語った。

( 3 ) 次の場面は，シッタン河渡河後からシュ 

エジン河までである。

シッタン河を渡河した安堵感も束の間で， 

次なる試練はシユエジン河の渡河であった。 

シッタン河渡河後の悲惨な行軍の様子を石渡 

の聞き取りから引用しよう。

きて，もう皮膚がなくて脂肪が出てきて， 

毛穴から血が噴出している。今度は足が 

こんな腫れちゃっているから靴が履けな 

い。一緒に歩いている兵隊も靴が履けな 

いからぼろきれで足を巻いて，靴は首か 

ら吊るし，背負った背嚢の上に鉄砲を乗 

せて歩いた。みんな倒れて死んでいった 

んじゃないかな。足だけの問題じゃない 

です。マラリア，栄養失調，アメーバ一 

赤痢の下痢，昼夜歩いているから，便所 

だって行っていたら置いてきぼり。だか 

らお尻からぐずぐずの糞が出て，垂れ流 

しですよ。そこに銀蝇がついてね，乞食 

よりもっと惨めな姿。加えて雨期最盛期， 

連日の豪雨で力尽きた，このような兵士 

が川の淵に沿って列を作って死んでいま 

した。（何という河ですか？）シユエジン 

河の支流じゃないかと思いますね。私も 

この兵士たちも同じ苦しみでしたが，ど 

んなに苦しくとも頑張らなければ国に帰 

ることができない，生きたい，生きるん 

だと思って心に鞭打った。夕方になると， 

今日も一日生き延びたと思いました。心 

身一体と言うけど，よくこの身体で命を 

支え持って来れたと，この時は身体と命
( 5 3 )

は別の思いでした。」( ( ) は筆者の質問）

「7 月末頃，各部隊がバラバラで進行し 方面軍から兵団は，シッタン河渡河後は，

ているんですがね，休憩した時，靴を脱 シュエジン部落に集結せよとの命令を受けて

いで自分の足を見てみると，足がふやけ いた。この命令は公刊戦史には書かれていな

ていて，ズボンをあげると血が噴出して い。シュェジン部落は地図にあるが道程が見

52) 菊地前掲書， 292 頁。
( 5 3 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 5 月 2 6 日）。
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菊地前掲書， 293 頁。 

同上。

当たらない。密林の中で部隊は進むべき方向 

が分らずに立ち往生した。この停滞期（約 8 日 

間）に，マラリア，アメーバ一赤痢，栄養失調 

で多くの将兵が密林の中で死んだ。病死や衰 

弱死以外に自決した者も多かった。石渡らは 

シュエジン部落までの道程を探るため，将校 

斥候に出た。石渡憲兵軍曹と憲兵伍長の2 名 

と准尉1 名と当番兵2 名の 5 名は，昼間は誰 

もいなかった部落に夜に再び行ってみると灯 

りが見えた。家人がいる。母親らしき女と3 

歳ぐらいの女の子がいた。石渡はとっさに女 

の子を捕らえた。大泣きする子供を抱えなが 

ら 「私は日本兵だ。道を聞きたい。男はいる 

か ？」と叫ぶと，女は男のいる場所に石渡らを 

案内した。石渡は，男にシュエジン部落の道 

程を聞いた。男の指す方向は兵団が進んで来 

た方向と同じだ。シュエジン部落までここか 

ら約2 マイルだという。安心した石渡は子供 

を女に返した。ふと眼下に雲海が広がってい 

た。ここは高い山の上にある部落だった。部 

隊は山を下りた。そこにはシユエジン河があ 

り，その川向こうにシュエジン部落があった。 

シュエジン河を渡河しなくてはならなかった。

工兵が河床道で渡河用の筏を作っていると， 

向こう側の小高い竹林の山から突如狙撃を受 

けた。工兵など4, 5 名の犠牲者を出した。部 

隊をこれ以上停滞させないために，二手に分 

かれて将校斥候に出た。シュエジン河の渡河 

点を探すためである。石渡ら憲兵2 名，将校 

2 名，当番兵の計5 名は川上方面に，別の 5,

6 名は川下方面に将校斥候に出た。川下方面 

に出た将校斥候が，運よく第3 3 軍 （昆）の救 

援部隊の連絡将校に遭遇し，渡河点を聞いて 

戻って来た。この連絡将校は，第 2 8 軍 （策) 

の兵団長宛ての書簡を持っていた。菊地参謀
(5 4 )

の手記に書簡の内容が記されている。

「昆集団はシユエジェン河以南のシッタン河 

西側要地を保ち，敵に反撃を加えっっ貴集団の 

転進を援護し，収容に任じあり。シッタン河東 

北 1 0 キロ内外に裏街道があって，一日行程ご 

とに糧秣医療宿泊の準備あり。シュエジェン 

河の渡河は工兵の渡河作業隊で，一夜千人の 

渡河能力あり。渡河点はシュエジェン河東北 

6 キロのゴム林なり。ときどき敵がこの渡河 

点を砲撃す。注意されたし。」

菊地参謀は密林の山や谷を越え，シュエジ 

ン河の渡河点のゴム林に8 月 2 日頃にようや 

く集結したと記している。タンタウジーを出 

発した時の 3 ,4 0 0名の兵員が，3 分 の 1 を減 

じて，ゴム林での人員点呼で総員約2 ,2 0 0名
( 5 5 )

になっていた。

5. むすびにかえて

シッタン河の渡河及び渡河後の退去路で多 

くの将兵の命が奪われ，兵士たちの屍の累積は 

後を絶たなかった。敢威兵団は，シッタン河 

渡河のため携行兵器の大部，特に歩兵重火器の 

全部を失い，タンタウジー（ペグー北，ペグー山 

中）出撃当時の兵力約3 ,4 0 0名は約2 ,2 0 0名に

4 

5

5 

5
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前掲書『シッタン• 明号作戦』，4 8 1頁。 
同上。
同書， 481-482 頁。

同書，4 8 3頁。

減少した。雨と飢えと傷病との戦いは，シッ 

タン河を渡河した後の将兵も逃れることは難 

しかった。北ビルマでは，インパールからフー 

コン渓谷への退却路を「白骨街道」 と呼ぶよ 

うに，南ビルマのシッタン河渡河後の退去路 

もまた，無惨な将兵らの屍が延々とシッタン 

河東岸に沿って連なっていた。

公刊戦史には，8 月上旬随時シッタン河を 

渡河した第 2 8 軍の惨状は次のように記され 

ている。

「第 2 8 軍の諸隊は，シッタン東岸に進 

出してから，爾後シユエジンに到るまで 

の行軍間に多くの落伍者，斃死者，自決 

者を出した。その状況はまことに酸鼻を 

きわめていた。第 2 8 軍参謀土屋英一中 

佐は，その行軍路を『屍臭の道』 と書い 

ている。第 2 8 軍にとってビルマ作戦最 

後の場面がこの『屍臭の道』であり，こ 

の行軍が終わった直後，あるいは行軍中
(5 7 )

に終戦を迎えたのである。」

さらに，第 2 8 軍参謀の土屋中佐の手記から 

引用しよう。

「最後の難関たるシッタン河を突破し得 

たという安堵惑から，将兵の張り詰めた 

気持はにわかに弛緩し，宿営地に残った 

ものは，特に •収容に出かけない眼り，大 

部分はそのまま息を引き取ってしまう。

軍司令部の通過した後を，それから数 

日経って振武兵団の左突破縦隊が前進し 

たが，部落内の家々には戦病死者の屍臭 

が漂 い ，とても宿泊はできなかったとい 

う。軍司令部の進路にも落伍者の死体が 

数多く残されていた。私達は最初のうち 

は，路傍の死体を埋葬しながら南下した 

が，やがてその数が増えるにつれ，それ
(5 8 )

もできなくなった。」

ビルマ戦線の戦死者は，いわゆる戦闘によ 

る戦死者よりも飢えと傷病による衰弱死や病 

死者の方がはるかに多かった。シッタン河突 

破作戦で，第 2 8 軍は 3 3 ,0 0 0名のうち 1 万人 

近い病死者を出した。敢威兵団はすでに述べ 

たように3 ,4 0 0名のうち，1 ,2 0 0名の戦没者を 

出したが，石渡の聞き取りからも溺死や餓死 

や傷病死が主な死因であったことが推測でき 

る。シッタン河突破作戦の本当の敵は，実は 

英印軍ではなく，餓死や傷病死を大量に招い 

た軍上層部の無謀な作戦計画と補給無視の戦 

術にあったと言えよう。

本稿では，シッタン河突破作戦の中の「シッ 

タン平地作戦」において，一人の憲兵軍曹の 

情報がどのように敢威兵団3 ,4 0 0名の将兵の 

命運を左右したかを明らかにした。すでに述 

ベたように，公刊戦史では退却戦の悲惨さを 

訴える記述に多くの紙面を取り，ビルマ戦最 

後の退却戦の作戦策定を検討しているとは言

6 

7 

8 

9 
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い難い。飛ぶ鳥跡を濁さずとはいかなかった 

ビルマ方面軍のお粗末な撤退劇からも推察で 

きるように，ビルマ方面軍は満身創痍の将兵

を無事にモールメンまで撤退させるための適

(6 0 )
切な作戦計画を持ち合わせていなかった。つ 

まり，ビルマ戦線最後の撤退作戦は，前線の 

指揮官の臨機応変なその場の判断に任されて 

いたのである。松井秀治少将が奇しくも石渡 

憲兵軍曹との面会で見せた指揮官としての苦 

悩が示すように，敢威兵団 3 ,4 0 0名の命運は 

松井少将の判断如何にかかっていた。

先に述べたように，公刊戦史では，シッタ 

ン河突破作戦は日付と通過地点に関するわず 

か数行の記述に留まってい(る。

吉田裕が指摘しているように，公刊戦史に
— „  ( 6 2 )

は三つの問題点がある。

第一に，執筆者の大部分が旧軍の幕僚将校

であり，戦争に対して弁明史観的である。第

ニに，分析の対象は作戦 • 用兵が中心で，とり

わけ兵站 • 情 報 • 衛生などが軽視されている。

第三に，陸海軍の対立がそのまま戦後に持ち

越され，互いに批判的な立場をとっている。

吉田によれば，戦後生まれの軍事史研究者

は公刊戦史（戦史叢書）に対して批判的であ

り，彼らは新たな公刊戦史のプロジェクトを
( 6 3 )

検討中であるという。その際に，本稿で参考 

にした石渡憲兵軍曹のような「兵士たちの証

言」が利用されてしかるべきであろう。さも 

なければ，戦場で凄惨な戦闘を行った兵士た 

ちのリアルな姿が見えてこないからだ。戦後 

すでに 6 5 年を経て，戦争の体験を証言でき 

る人々が高齢化し，最後の聞き取りとなりつ 

つある現時点において，聞き取りは重要な歴 

史研究の方法となるであろう。中でも文字や 

活字に現われない加害の実像や，本稿のよう 

な秘匿性の高い諜報任務においては，聞き取 

りが最も重要な研究方法となる。石渡の証言 

は，それ自体が希少で価値ある口述史料であ 

ることは言うまでもないが，他の文献史料と 

突き合わせる過程で，石渡の証言の「正当性」 

が裏付けられる。

このように，退路選定の根拠となった石渡 

憲兵軍曹の諜報活動における証言は，少なく 

とも敢威兵団の退却戦（シッタン平地作戦）の 

内実を明らかにする上で，極めて重要な証拠 

となっている。退却戦に眼らず，作戦の策定 

においても憲兵隊が実施した諜報及び宣撫活 

動は，特務機関員に遜色ない働きを行ってい 

たと言えよう。石渡の証言は，単に文献史料 

を補足 • 補完する脇役としてではなく，むし 

ろ敢威兵団の退却戦において憲兵の主体的な 

諜報活動による新史実を明らかにした。それ 

によって，防諜色の濃い憲兵像とは異なる，現 

地住民を巧みに懐柔する憲兵の具体的な姿を

( 6 0 ) ビルマ方面軍の隸下軍第2 8軍の退却戦に対する無責任な対応について，第 3 3軍の田中参謀は手記 

に 「兵站補給的な施設を何一つすることなく，第 3 3 軍にまかせっきりであった」と記している（田 

中前掲書， 263 頁)。

( 6 1 ) 前掲書『シツタン• 明号作戦』，4 7 1頁。

(62) N H K 「戦争証言」プロジェクト『証言記録兵士たちの戦争④』N H K 出版，2010年，9 -1 0頁。

( 6 3 ) 同書，1 0頁。
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提示することができた。本稿が明らかにした 

ように，シッタン平地作戦の成功の背景に，沖 

元憲兵隊の石渡憲兵軍曹の敵状情報の成果が 

隠されていた。

一方で，特殊教育を受けた専門的な特務機 

関員ではない一憲兵が，こうした単独の諜報 

活動を担い，またそれがうまく機能したとい 

う事実は，ビルマ戦線の戦史においてどうい 

う意味を持つのだろうか。山本武利がすでに 

指摘しているように，ビルマの日本軍の諜報 

機関は，スパイ工作や防諜などの諜報活動に 

おいて，軍の作戦に貢献できるほどの目立っ 

た成果を挙げられなかったと言われている。 

これが事実だとすれば，石渡憲兵軍曹の諜報 

活動の成功の理由を検討する過程の中で，ビ 

ルマでの日本軍の諜報活動がなぜうまく機能 

しなかったのか，その原因や実態が明らかに 

なるだろう。

イギリス第3 3 軍団のベネット大佐は，「ビ 

ルマ—— 日本軍諜報組織と防諜方法」（1944年 

9 月 1 6 日付け）という報告書の中で，日本軍の 

諜報活動の問題点を列挙している。その中で， 

日本軍の諜報機関は，前線での少数民族工作 

において，現地人の習慣や風俗などの事情を 

軽視しがちであること，さらに，英軍が占領 

した村に変装した日本人を潜入させず，いつ 

も現地人をスパイとして使うから，住民の心 

を引き寄せられないことなどを指摘している。

ビルマは地形的にも気候的にも過酷な自然環 

境を呈し，さらにビルマ族，カレン族，シヤン 

族，カチン族などの宗教や慣習や風俗の異な 

る多様な部族が暮らしている。それゆえ，諸 

民族の習慣や風俗を無視した威圧的な軍律を 

押し付けるような日本軍の防諜方法が，現地 

住民から強い反感を買い，必要な協力を得ら 

れないばかりか，ひいては日本側の現地工作 

員や傀儡勢力からも最後には裏切られる結果 

を招いた。 とりわけ戦況が悪化したビルマ戦 

末期に追い詰められた日本軍が，強引な食糧 

徴発や暴力的な防諜，諜報活動を頻繁に行っ 

たことは容易に想像できよう。ビルマでの諜 

報活動は，少数民族の特殊性を尊重した懐柔 

策が不可欠であったが，そこまで手が廻らな 

かったのが日本側の実情であった。

しかしながら，少なくとも，石渡憲兵軍曹 

の諜報活動の実態には，ベネット大佐の上記 

の指摘は当てはまらない。石渡はある時はロ 

ンジー姿の現地住民に変装し，一月以上もカ 

チン族の村に単独で潜入しながら英印軍の情 

報を収集した。石渡が出会った光機関の小野 

中尉もまた単独で行動し，時には石渡と協力 

しながら宣撫及び諜報活動を実施した。石渡 

は，前線での諜報活動について特務機関員の 

ような特殊教育を受けたわけではないと証言 

している。石渡は現地住民や僧侶から食糧な 

どの援助を受け，住民の家や寺院に身を寄せ

( 6 4 ) 山本前掲書，198-206頁。ベネットは，報告書の冒頭で，英軍の諜報部門，第 4 軍団，第 3 3軍団の 

将校や民間将校の話，日本側押収資料と彼の個人観察に拠るリポートだと述べている。前半部分で， 

日本諜報機関（光 • 南 • 西 • 北機関や憲兵隊）の構造と機能を簡潔に説明し，後半部分で，日本諜報 

活動の問題点がインパールなどの敗戦を招いたとし，敗因としてとくに情報不足による事実認識の甘 

さを指摘している。
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ながら情報を収集した。石渡は現地住民と生 

活を共にしながら彼らの生活スタイルを学ん 

だのである。最前線の戦場で体得した経.験と 

知 識 （言語も含む）が頼りであった。

戦後，憲兵司令部が編纂した書物に，「占領 

地に於ける諜報宣傅要領」と題して，憲兵の 

懐柔工作の心得が記載されている。心得の要 

は，「人心の機微に投ずるに在り」とある。さ 

らに物質的な懐柔策は多大な経費がかかり持

続が困難だが，言論による懐柔策は広く恒久
( 6 6 )

性を有し，偉大な実績を伴うと謳っている。 

しかしながら，人心の機微を掌握し，適正な 

言葉かけによって懐柔工作を成功させるには， 

諸民族の習慣や風俗を軽視する，日本軍の一 

律化した型どおりの訓練や教本に基づいた諜 

報活動では自ずと眼界が生じるだろう。現地 

住民への諜報活動は，予期せぬ偶発的要素に 

臨機応変に対応できる柔軟性と，人間同士の 

心の内面に関わる，多分に諜報活動員の人的 

な資質に負うところが大きかったと言わざる 

をえない。

『日本憲兵正史』の中で，英軍もまた現地住 

民を懐柔し，防諜戦に利用していたことが指 

摘されている。スパイ•防諜などの諜報活動 

においては，英軍諜報機関は長年の巧妙な植 

民地政策から得た経験を生かして，現地住民 

を親英的に懐柔する策術は，日本軍諜報機関 

のそれをはるかに上回っていた。ビルマでの 

英軍の謀略は，英国人指導の下に現地人が主

体となり，日本軍の占領地の諜報，後方攪乱 

等が行われた。典型的な例は，キリスト教徒 

で親英的なカレン族を利用した諜報戦があっ 

た。憲兵は，これらの謀略に対し，寡少兵力 

を以て，ビルマ全土にわたって優秀な英軍諜 

略網に対峙し，各作戦軍の背後にあって地味 

な活動をっづけ(た7。大規模で組織的な英軍諜 

報に対して，寡少兵力と物資で相手の謀略に 

対応せざるをえない日本軍の諜報活動の実態 

が明らかになるだろう。

ビルマ戦線の敗退の原因を，軍上層部によ 

る補給無視の杜撰な作戦計画にだけ求めるの 

ではなく，情報不足による事実認識の甘さや 

誤りがビルマ戦線の敗退を招いた一因であっ 

たことを最後に指摘しておきたい。

石渡は，前線での諜報任務は苦労の連続だっ 

たと語った。

「後方にいりゃ楽ですよ，逃げる時も一 

番先に逃げたんですからね。残されたの 

は私ら前線回りの者で，わりに合わない

事ばかりでしたが，その代わり『見られ
( 6 8 )

ないもの』を見ました。」 （『 』は筆者）

石渡がビルマで見た「見られないもの」を 

語ってくれたがゆえに，私たち は 「知りえな 

い史実」を知ることができたのである。

戦後，石渡は拘留中の19 4 6年 7 月 1 5 日午 

前 6 時半頃，ラングーン中央刑務所の2 階の 

格子窓より，偶然，B C 級 戦 犯 （カラゴン村事

( 6 5 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 5 月 2 6 日）。

( 6 6 ) 憲兵司令部編『日本憲兵昭和史』原書房，1978年，135頁。
( 6 7 ) 全国憲友会連合会編纂委員会編『日本憲兵正史』全国憲友連合会本部，1976年，1005頁。

( 6 8 ) 石渡の聞き取り（20 1 0年 6 月 1 8 日）。
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件）の 3 名の将校の処刑場面（銃殺刑）を目撃
( 6 9 )

した。1 9 4 5年 7 月上旬，第 3 3 師 団 （弓）歩 

兵第 2 1 5連隊第 3 大隊は，ビルマ東南部モー 

ルメン地方のカラゴン村で，女，子供を含む 

6 0 0名以上の住民の虐殺を強行した。カラゴ 

ン村事件は，ビルマにおける最大の住民大量 

虐殺事件として，英軍のB C 級戦犯裁判にか 

けられた。この事件では6 名の憲兵隊員が被 

告となり，3 名に有罪判決が下った。戦時期の 

石渡の現地住民に対する巧妙な懐柔策が，結

果として彼が戦犯を免れた最大の要因となっ 

た。だが石渡も，命令次第では目前で銃殺さ 

れた 3 名の将校と同じ運命を迪っていたかも
( 7 1 )

しれない。
( 7 2 )

石渡憲兵曹長は，19 4 7年 4 月にラングーン 

中央刑務所を出所後，アーロン収容所を経て， 

同年 8 月に復員した。

(神田外語大学非常勤講師)

( 6 9 ) 『サンデー毎日』（1980年 8 月 3 1 日号）に，石渡と同じ光景を牢内で見ていた，第 1 8師団第5 5連 

隊第1 中隊の陸軍歩兵軍曹石橋正巳の証言が掲載された。石橋軍曹は， 1943年 6 月から「補助憲兵」 

としてビルマ地区に派遣された。補助憲兵とは正規の憲兵のような司法権は持たないが，諜報活動に 

おいては正規の憲兵と同等の任務を行う。石渡軍曹（現磯部）と石橋軍曹は戦後も面識はないが，両 

者の証言より同じ牢内の格子窓から処刑現場を目撃していたと推測できる。カラゴン村事件について 

は，岩根承成「B C 級戦犯裁判にみるビルマ• カラゴン村事件—— 裁かれた高崎2 1 5連隊」『共愛学園 

前橋国際大学論集』第 7 号， 77-117頁 （2007年別冊）で詳しく検討されているので参照されたい。

70) 岩根前掲書， 82-84 頁。
(71) 既述の3 名の将校ともう1 名， 第 2 1 5連隊第3 大隊長市川清義少佐の4 名が処刑された。市川少 

佐は 1946年 7 月 1 5 日午前6 時に， 3 名とは別の場所で絞首刑に処された。

(72) 1945年 6 月 1 日に石渡は曹長に任官していたが， そのことを石渡自身は終戦まで知らなかった。
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